
５
．
金
牌

き

ん

ぱ

い

級
だ
っ
た
、
越
谷
の
「
田
舎
味
噌
（
麦
味
噌
）
」早

川

秀
郎

大
正
初
期
、
純
粋
に
、
越
ケ
谷
町
内
で
生
産
さ
れ
町
外
へ
売
り
出
さ
れ
た
工
産
品
の
４
３
・
５
％

は
「
味
噌
」
で
し
た
。
幕
末
か
ら
昭
和
初
期
迄
、
越
ケ
谷
の
特
産
品
は
味
噌
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
越
ケ
谷
町
の
味
噌
醸
造
家
は
、
次
の
３
家
で
し
た
。

・
八
百
喜

や

お

き

・
白
鳥

し

ら

と

り

喜
四
郎
家

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

現
・
越
ケ
谷
３
丁
目

・
釘く

ぎ

太た

（
井
橋

い

は

し

本
家
）
・
井
橋
太
郎
兵
衛
家

ー

現
・
越
ケ
谷
２
丁
目

・
糀
屋

こ

う

じ

や

・
都
築

つ

づ

き

八
右
衛
門
家

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

現
・
越
ケ
谷
本
町

他
に
、
洋
画
家
・
斎
藤
豊
作
の
生
家
・
大
相
模
村
の
斉
藤
益
太
郎
家
も
味
噌
醸
造
家
で
し
た
。

こ
れ
ら
越
谷
市
域
の
味
噌
は
、
麦
麹
と
大
豆
と
食
塩
で
造
ら
れ
る
麦
味
噌
で
し
た
。
米
麹
の
米

味
噌
の
江
戸
・
東
京
で
は
、
こ
の
麦
味
噌
を
「
田
舎
味
噌
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

品
質
は
と
て
も
優
良
で
、
「
越
谷
市
史
二
」
（
五
一
〇
頁
）
に
よ
り
ま
す
と
、
釘
太
と
糀
屋
は

大
相
模
の
斉
藤
商
店
と
と
も
に
、
大
正
三
年
の
大
正
天
皇
の
御
大
典
記
念
京
都
桃
山
博
覧
会
で

は
、
優
良
品
と
し
て
金
牌
（
金
メ
ダ
ル
）
を
受
領
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
越
ケ
谷
本
町
の
糀

屋
・
都
築
家
に
は
、
大
正
五
年
の
御
即
位
記
念
全
国
特
産
品
博
覧
会
・
有
功
（
手
柄
の
意
）
一
等

金
賞
牌
な
ど
、
埼
玉
県
・
都
築
八
右
衛
門
宛
の
表
彰
状
が
９
枚
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
家
製
す
る
物
だ
っ
た
味
噌
（
手
前
味
噌
）
は
、
江
戸
時
代
後
期
（
文
政
・
天
保
年
間
）
に
な

る
と
売
り
物
の
味
噌
（
商
品
）
と
し
て
事
業
化
に
成
功
す
る
者
が
現
れ
、
越
ケ
谷
市
域
の
味
噌
醸

造
４
家
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
順
調
に
事
業
を
展
開
し
、
そ
の
収
益
で
農
地
を
取
得
し
、
大

地
主
・
資
産
家
に
な
り
、
貴
族
院
の
高
額
納
税
者
議
員
互
選
名
簿
に
名
を
連
ね
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。

一
方
、
町
村
の
行
政
に
も
町
村
議
員
等
と
し
て
地
域
社
会
へ
の
貢
献
も
し
ま
し
た
。
特
記
す
べ

き
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
実
施
し
た
国
民
健
康
保
険
制
度
＝
「
順
正
会
」
の
設
立
・
運
営
は
そ
の

ひ
と
つ
で
、
越
谷
の
誇
る
べ
き
業
績
で
し
た
。

越
谷
市
域
を
代
表
す
る
産
業
で
あ
っ
た
味
噌
醸
造
業
も
、
戦
後
は
、
全
て
の
味
噌
醸
造
を
廃
業

し
て
し
ま
い
ま
す
。
信
州
味
噌
に
市
場
を
奪
わ
れ
た
為
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。


